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このガイドについて

このドキュメントには、Oracle WebCenter Sites コンポーネントをバックアップ
するための一連のガイドラインと手順が記載されています。 アプリケーション・
サーバーとデータベース・サーバーの設定またはカスタマイズのバックアップに
関する情報は記載されていません。

このドキュメントに記載されている Oracle WebCenter Sites アプリケーションは、
以前の FatWire 製品です。 Oracle WebCenter Sites は、以前は FatWire Content 
Server と呼ばれていたアプリケーションの現在の名前です。 このガイドでは、
Oracle WebCenter Sites を WebCenter Sites と呼ぶこともあります。

対象読者

このドキュメントは、WebCenter Sites のインストール経験があるインストー
ル・エンジニアとシステム・エンジニアを対象としています。 このドキュメント
のユーザーは、WebSphere、Tomcat、WebLogic などの Web アプリケーション
のバックアップとリカバリに関する包括的な知識を持っている必要があります。 
またユーザーは、WebCenter Sites アプリケーションのインストール経験があり、
データベース・サーバーのバックアップとリカバリに精通している必要がありま
す。

表記規則

このガイドでは、次の表記規則を使用します。

• 太字は、ユーザーが選択するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素
を示します。

• 斜体は、ドキュメントのタイトル、強調、またはユーザーが特定の値を指定
する変数を示します。

• 等幅フォントは、ファイル名、URL、サンプル・コード、または画面に表示
されるテキストを示します。 

• 等幅太字フォントは、コマンドを示します。
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サード・パーティのライブラリ

Oracle WebCenter Sites およびそのアプリケーションには、サード・パーティの
ライブラリが含まれています。 詳細は、Oracle WebCenter Sites 11gR1: サード・
パーティのライセンスを参照してください。
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バックアップとリカバリ

このドキュメントは、次の項で構成されています。

• 前提条件

• バックアップとリカバリの手順

• リカバリしたアプリケーションの実行
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前提条件
• WebCenter Sites のどの部分をバックアップする場合でも、その前にアプリ

ケーション・サーバーをシャットダウンしてください。 WebCenter Sites の動
的なバックアップを作成する必要がある場合は、サイトが使用中でないこ
と、およびアプリケーション・サーバーへのリクエストが発生していないこ
とを確認してください。 

• WebCenter Sites のどの部分をリカバリする場合でも、その前にアプリケー
ション・サーバーをシャットダウンしてください。

バックアップとリカバリの手順
• WebCenter Sites のインストール・ディレクトリ

• Shared ディレクトリ

• Web アプリケーション

• WebCenter Sites データベース

• WebCenter Sites データベース ( 統計を除く )
• LDAP

WebCenter Sites のインストール・ディレクトリ

バックアップ
WebCenter Sites のインストール・ディレクトリの JAR ファイルまたは TAR
ファイルを作成します。 

次に例を示します。

tar –cvf ContentServer_backup.tar /u01/CS/Install
jar cvf ContentServer_backup.jar /u01/CS/Install

リカバリ
バックアップした WebCenter Sites インストール・ディレクトリの JAR ファイル
または TAR ファイルを解凍します。 

次に例を示します。

tar –xvf ContentServer_backup.tar
jar xvf ContentServer_backup.jar
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Shared ディレクトリ

バックアップ

Sharedディレクトリをバックアップするには、そのディレクトリの JAR ファイ
ルまたは TAR ファイルを作成します。

次に例を示します。

tar –cvf Shared_backup.tar /u01/CS/Shared
jar cvf Shared_backup.jar /u01/CS/Shared

リカバリ

Sharedディレクトリをリカバリするには、バックアップした Sharedディレク
トリの JAR ファイルまたは TAR ファイルを解凍し、それを使用して既存のディ
レクトリを置換します。

次に例を示します。

tar –xvf Shared_backup.tar
jar xvf Shared_backup.jar

注意

Sharedディレクトリのバックアップは、このディレクトリが
WebCenter Sites のインストール・ディレクトリ内にあり、さらにそのイン
ストール・ディレクトリがバックアップされている場合は不要です。

注意

Sharedディレクトリのリカバリは、このディレクトリが WebCenter Sites
のインストール・ディレクトリ内にあり、さらにそのインストール・ディ
レクトリがリカバリされている場合は不要です。
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Web アプリケーション

表 1 には、バックアップおよびリカバリする必要がある、WebCenter Sites Web
アプリケーション内のファイルの種類がまとめられています。 

表 1: .warファイルおよび .earファイルのバックアップとリカバリに関する
情報

.warと .earの
デプロイメント方法 バックアップ リカバリ

未展開。

WebSphere 上の
WebCenter Sites の
場合

WebCenter Sites のインストール・
ディレクトリがバックアップされ
ている場合は不要です。 
(.warファイルおよび .earファイ
ルは WebCenter Sites のインストー
ル・ディレクトリ
<cs_install_dir>/
ominstallinfo/app/ に格納され
ます )

11 ページの手順を参照して
ください。 

展開済。

次のサーバー上の
WebCenter Sites の
場合 :  
• Tomcat 
• WebLogic

ファイルに開発上の変更を加える
必要はありません。a 
次の場合、バックアップは不要で
す。

• 開発中にファイルが変更されて
いない。 

   および

• WebCenter Sites のインストー
ル・ディレクトリがバックアッ
プされている。 

(.warファイルおよび .earファイ
ルは WebCenter Sites のインストー
ル・ディレクトリ
<cs_install_dir>/
ominstallinfo/app/ に格納され
ます )

a. 開発上の変更とは、コンテンツ、データ・モデル、テンプレート・コード、公開先などの変
更を意味します。

11 ページの手順を参照して
ください。 

ファイルに開発上の変更を加える
場合。a

バックアップが必要です。 11 ペー
ジの手順を参照してください。

12 ページの手順を参照して
ください。 
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未展開のファイル

バックアップ

10 ページの表 1 を参照してください。

リカバリ

1. WebCenter Sites アプリケーションをアンデプロイします。

2. WebCenter Sites のインストール・ディレクトリをリカバリします ( 手順は 8
ページを参照してください )。

3. WebCenter Sites アプリケーションを再デプロイします。

展開済のファイル

バックアップ

開発上の変更が加えられていない展開済ファイルをバックアップするには

10 ページの表 1 を参照してください。

開発上の変更が加えられた展開済ファイルをバックアップするには

デプロイした WebCenter Sites Web アプリケーションの JAR ファイルまたは
TAR ファイルを作成します。 バックアップにラベルを指定し、圧縮された
cs.warファイルと区別します。

次に例を示します。

tar -cvf cs_web_backup.tar /u01/software/Tomcat/webapps/cs
jar cvf cs_web_backup.jar /u01/software/Tomcat/webapps/cs

リカバリ

開発上の変更が加えられていない展開済ファイルをリカバリするには

1. アプリケーション・サーバーを停止します。

2. 展開済の Web アプリケーションを削除します。

次に例を示します。

rm -rf /u01/software/Tomcat/webapps/cs/*

3. WebCenter Sites のインストール・ディレクトリをリカバリします ( 手順は 8
ページを参照してください )。 

4. バックアップした WebCenter Sites Web アプリケーションの JAR ファイルを
解凍します。

次に例を示します。

cd /u01/software/Tomcat/webapps/cs
jar xvf <cs_install_dir>/ominstallinfo/app/cs.war



バックアップとリカバリの手順

WebCenter Sites データベース
12

Oracle WebCenter Sites バックアップおよびリカバリ・ガイド

開発上の変更が加えられた展開済ファイルをリカバリするには

1. アプリケーション・サーバーを停止します。

2. 展開済の Web アプリケーションを削除します。 
rm -rf /u01/software/Tomcat/webapps/cs

3. バックアップした WebCenter Sites Web アプリケーションの JAR ファイルま
たは TAR ファイルを解凍します。

cd /u01/software/Tomcat/webapps
tar -xvf <path to backup directory>/cs_web_backup.tar

WebCenter Sites データベース

バックアップ
• SQL Server

• Oracle 11g

• DB2 9.7

SQL Server

SQL 2005/2008/2008R2 をバックアップするには

1. SQL Server Management Studio を開きます。

2. データベース・サーバーに接続します。

3. 「Databases」を展開します。

4. バックアップするデータベースを右クリックします。 「Tasks」→「Backup」
をクリックします。

5. 「Backup type」で「Full」を選択します。 「Destination」で「Add」をク
リックします。

6. バックアップ・ファイルのパスとファイル名を入力します。 「OK」をクリッ
クします。

7. 「Destination」で、新しく作成したバックアップの場所を選択します。 

8. 「OK」をクリックします。
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Oracle 11g

Oracle 11g をバックアップするには

1. サーバーに Oracle ユーザーとしてログインします。

2. ORACLE_HOMEを Oracle データベース・ディレクトリに設定し、ORACLE_SID
をデータベース名に設定します。 

3. sqlplus に sysとしてログインします。 その後、次の手順を実行します。

a. create directory sql を使用して、エクスポートしたデータの格納先と
なる OS ディレクトリにマップします。 次に例を示します。

SQL> create directorty exp_dp_dir as ‘/u01/backup/exports’;

b. データベースのエクスポートとディレクトリへのアクセスを行うための
権限を付与します。 次に例を示します。

SQL> grant read,write on directory exp_dp_dir to system;SQL> 
grant EXP_FULL_DATABASE to system

4. expdpコマンドを実行してエクスポートを開始します。 次に例を示します。

expdp system/<password> 
DIRECTORY=exp_dp_dirDUMPFILE=<file_name>.dmp FULL=y 
SCHEMA=<YOUR_SCHEMA>;

DB2 9.7

DB2 9.7 をバックアップするには

1. サーバーに db2instユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを実行します。 
db2 force applications all

3. 次のコマンドを実行します。 
db2 backup db <db_name> to <backup_dir> 

注意

コマンドが完了したら、タイムスタンプをメモします。 このタイムス
タンプは、データベース・バックアップ・ファイル名に含まれます。 
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リカバリ
• SQL Server

• Oracle 11g

• DB2 V9.7

SQL Server

SQL 2005/2008/2008R2 をリカバリするには

1. SQL Server Management Studio を開きます。

2. 「Databases」を展開します。

3. リストアするデータベースを右クリックします。 「Tasks」→「Restore」→
「Database」を選択します。

4. 「Source for restore」で「From database」を選択します。 
5. 「Select the backup sets to restore」で、最新のバックアップを選択します。 

6. 一番上にある「Script」をクリックします。 
この手順により、restore文を含む問合せエディタが開きます。

7. REPLACE を WITH の後に追加することによって問合せを編集します。 
これでデータベース・ログを上書きでます。 

8. 「Execute」をクリックします。

Oracle 11g

Oracle 11g をリカバリするには

1. サーバーに Oracle ユーザーとしてログインします。

2. ORACLE_HOMEを Oracle データベース・ディレクトリに設定し、ORACLE_SID
をデータベース名に設定します。 

3. $ORACLE_HOME/binに移動します。

4. 次のコマンドを実行します。 
./impdp system/<password> DIRECTORY=exp_dp_dir 

DUMPFILE=<file_name>.dmp SCHEMAS=<YOUR_SCHEMA>;

DB2 V9.7

DB2 V9.7 をリカバリするには

1. サーバーに db2instユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを実行します。 
db2 force applications all

3. 次のコマンドを実行します。 
db2 restore db <db_name> from <backup_dir> replace existing
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LDAP

バックアップ
LDAP ブラウザを使用し、LDAP 構成をエクスポートします。

リカバリ
クリーンな LDAP サーバーを用意します。 次に LDAP ブラウザを使用し、バッ
クアップした LDAP 構成をインポートします。

リカバリしたアプリケーションの実行

リカバリした WebCenter Sites アプリケーションを実行するには 

1. アプリケーション・サーバーを起動する前に、次の手順を実行します。

a. 次のように検索索引を消去します。

rm –rf <shared_dir>/lucene/Global/*

b. Tomcat を使用している場合は、次のようにアプリケーション・サー
バー・キャッシュをクリアします。

rm -rf <server_dir>/tmp/*
rm -rf <server_dir>/work/*

c. Tomcat または WebLogic を使用している場合は、次のようにコンパイル
済 JSP を消去します。 
rm -rf <web_app_dir>/jsp/cs_deployed/*

2. アプリケーション・サーバーを起動した後、すべてのキャッシュが同期され
ていることを確認します。

注意

WebLogic アプリケーション・サーバーの場合、キャッシュはアプ
リケーションを再デプロイするときにクリアされます。
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